
第
１
８
４
回
国
労
拡
大
中
央
委
員
会
が

１
月
25
日
11
時
か
ら
国
労
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
拡
大
中
央
委
員
会
は
14
名
が

発
言
、
組
織
拡
大
・
職
場
の
現
状
・
安

全
問
題
な
ど
、
特
に
今
春
闘
は
ス
ト
を

配
置
し
て
闘
お
う
と
、
多
く
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

田
中
副
委
員
長

開
会
あ
い
さ
つ

田
中
副
委
員
長
は
「
JR
北
海
道
の
安

全
問
題
で
車
両
の
脱
線
・
レ
ー
ル
検
査

数
値
改
ざ
ん
や
、
JR
西
日
本
の
脱
線
事

故
か
ら
安
全
は
守
れ
て
な
い
。
国
労
の

安
全
総
点
検
の
全
国
統
一
行
動
や
合
理

化
反
対
な
ど
常
に
闘
い
か
ら
安
全
を
確

保
し
て
き
た
。
春
闘
に
お
い
て
は
、
安

倍
政
権
は
賃
上
げ
を
言
っ
て
い
る
が
、

政
労
使
の
会
談
の
内
容
か
ら
極
め
て
厳

し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
内
部
留
保

は
取
り
崩
さ
ず
、
労
働
者
の
生
産
性
向

上
に
よ
る
賃
上
げ
率
と
言
っ
て
い
る
。

非
正
規
労
働
者
の
要
求
を
大
き
く
し
て

い
く
。
春
闘
は
国
民
的
要
求
で
共
同
行

動
に
よ
る
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
。

今
春
闘
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
て
闘

う
体
制
を
。
組
織
拡
大
、
闘
争
指
令
１

号
が
出
さ
れ
た
。
各
地
方
・
分
会
が
確

実
に
や
り
き
る
こ
と
。
職
場
の
分
会
活

動
の
活
性
化
が
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
全
国
統
一
闘
争
を
進
め
て
い
く
。

今
日
を
そ
の
出
発
点
に
し
て
い
こ
う
」

と
あ
り
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー

全
員
の
出
席
を
確
認

委
員
会
で
は
、
中
央
委
員
27
名
全
員

の
出
席
と
役
員
全
員
の
出
席
を
確
認
し

ま
し
た
。

議
長
団
に
は
、
議
長
に
盛
岡
地
本
の

沢
田
委
員
・
副
議
長
に
秋
田
地
本
の
後

藤
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
上
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
リ
ニ
ア
問
題
検
討
委
員
会
か

ら
の
説
明
、
方
針
提
起
が
行
わ
れ
ま
し

た
。質

疑
・
討
論
は
午
後
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。
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●組織強化拡大～統一行動を展開している。指令３号より統一した取

り組みにしていく。働きやすい職場環境の改善から１８名の拡大があっ

た。しかし全国的な運動になっていない。職場活動を基本に国労の考

え方を訴えることが重要だ。全国オルグを展開し組織経験交流会の開

催で強化していく。

●春闘～厳しい生活実態だ、５５歳賃金の減額などの状況。アベノミ

クスで日本は良くなったのか。内需拡大になっていない。円安になる

と中小企業は厳しい状況だ。賃上げし消費の底上げが必要だ。企業の

内部留保が拡大している。賃金引上げ、労働条件改善などストライキ

を配置して闘う など委員から意見が出された。中央戦術委員会で具

体的に議論していく。

●三島・貨物問題～貨物会社のレール使用料やダイヤ改正の問題。ト

ラック輸送は６３％だがドライバーが少なく厳しい労働環境だ。その

ことから貨物列車輸送が見直されている。貨物の賃金抑制～将来的に

安心して働ける状況にしていく。

●職場活動～安心して働ける職場環境の改善、現場の労働者の目線に

立った運動。労働者が何を望んでいるのか進めていく。

●労働条件改善、安全確保～ＪＲ北海道の現場での問題点は国労が指

摘した内容だ。安心して働ける現場作り。点検摘発行動の実施や非正

規社員の正社員化を目指す。

●リニア～並行在来線の問題について、厳しい経営状況だ。利用者、

住民との運動が重要だ。ＢＲＴより利用者・地域住民は鉄路復旧を要

求している。

●平和の問題～安倍内閣は戦争ができる国づくりを目指している。そ

れを阻止していく闘いをつくっていく。反戦・平和・護憲、安心して

暮らせるようにしていくこと。



●
地
本
の
現
状
に
つ
い
て
・
東
日
本
大
震

災
発
生
か
ら
２
年
10
ヶ
月
が
経
過
し
た
が

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
原
発
の
放

射
能
問
題
は
、
ま
だ
影
響
し
て
い
る
。
地

域
住
民
は
鉄
路
の
復
興
を
望
ん
で
い
る
。

バ
ス
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
が
運
行
し
て
い
る
が
定

時
運
行
に
な
っ
て
い
な
い
。
JR
東
日
本
は

鉄
路
の
復
興
は
や
っ
て
い
な
い
。
鉄
路
を

要
求
し
て
い
る
自
治
体
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
拒
否

し
て
い
る
。
中
学
生
は
進
学
の
時
期
に
な
っ

て
高
校
の
選
択
に
悩
ん
で
い
る
。
鉄
路
が

無
い
の
で
通
学
で
き
る
と
こ
ろ
を
考
え
て

い
る
。

三
陸
鉄
道
は
開
通
し
た
。
国
の

全
面
的
な
支
援
を
要
求
し
鉄
路
の
復
旧
を

求
め
て
い
く
。

２
０
１
０
・
７
月
岩
泉
線
が
廃
止
に
な
っ

た
。
土
砂
崩
壊
で
復
旧
が
困
難
。
沿
線
自

治
体
は
鉄
路
復
旧
を
要
求
し
て
い
る
が
廃

止
に
な
っ
た
。
安
全
・
安
心
な
公
共
交
通

を
求
め
て
い
く
。
公
共
交
通
の
復
旧
を
JR

東
日
本
に
要
求
し
て
い
く
こ
と
。

平
和
と
民
主
主
義
～
安
倍
内
閣
は
戦
争

へ
の
道
へ
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
６
年
ま

で
国
政
選
挙
が
無
い
。
地
域
自
治
体
選
挙

で
国
労
組
織
内
候
補
が
当
選
し
た
。
地
本

で
は
選
挙
対
策
委
員
会
を
設
置
し
た
。
戦

争
が
で
き
る
国
づ
く
り
を
止
め
る
対
策
・

体
制
作
り
を
し
て
議
員
を
増
や
し
て
い
く
。

組
織
拡
大
～
４
名
拡
大
し
組
合
員
の
意

識
が
変
化
し
て
い
る
。
国
労
組
合
員
が
試

験
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
。
職
場
で
平
成

採
用
者
は
仕
事
の
面
に
つ
い
て
見
て
い
る
。

信
頼
関
係
か
ら
拡
大
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
。

地
道
に
話
し
か
け
進
め
て
い
く
。
指
令
１

号
を
全
体
で
取
り
組
む
。
組
対
費
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。
拡
大
行
動
に
つ
い
て
の
財
政
保
障
を

し
て
い
く
こ
と
。
す
べ
て
の
闘
い
を
職
場

の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
。

●
組
織
拡
大
～
１
年
間
で
３
名
、
拡
大
し

た
。
運
動
に
自
信
が
つ
い
た
。
職
場
活
動

の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。
他
労
組
組
合
員

は
職
場
で
の
問
題
点
な
ど
扱
い
つ
い
て
怒

り
が
合
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
労
働
組

合
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
。
国
労
に
加
入

し
た
人
は
元
国
労
組
合
員
だ
っ
た
。
拡
大

の
条
件
を
他
労
組
が
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

年
配
元
国
労
組
合
員
へ
の
働
き
か
け
、
若

い
社
員
へ
の
働
き
か
け
が
課
題
だ
。
労
働

組
合
の
重
要
性
の
認
識
を
訴
え
て
い
く
。

組
合
差
別
、
不
当
差
別
に
対
し
て
闘
っ
て

い
く
こ
と
。
拡
大
か
ら
、
さ
ら
に
一
歩
踏

み
出
す
取
り
組
み
。
目
標
達
成
へ
や
り
ぬ

く
こ
と
。
財
政
支
援
の
要
請
。

春
闘
学
習
会
、
決
起
集
会
の
開
催
。
単

組
を
超
え
た
取
り
組
み
を
生
か
し
て
進
め

て
い
く
。
一
職
場
一
要
求
を
し
現
場
長
へ

申
し
入
れ
を
し
て
い
く
こ
と
。
分
会
活
動

の
活
性
化
へ
。

安
全
問
題
～
安
全
行
動
計
画
・
職
場
で

決
め
ら
れ
た
こ
と
が
や
ら
れ
て
い
な
い
。

伯
備
線
で
蝕
車
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

●
JR
北
海
道
の
事
故
、
レ
ー
ル
検
査
数
値

改
ざ
ん
な
ど
は
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
大

き
な
原
因
だ
。
財
政
赤
字
、
要
員
の
合
理

化
な
ど
影
響
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
ー
改
ざ

ん
は
JR
西
日
本
に
も
あ
る
。
レ
ー
ル
の
取

付
け
ボ
ル
ト
緩
み
検
知
器
を
導
入
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
合
理
化
さ
れ
た
。
検
知
器

が
正
確
に
数
値
を
示
さ
な
い
。
現
在
は
使

用
し
て
い
な
い
。
結
局
、
人
に
よ
っ
て
検

査
し
て
い
る
。
安
全
問
題
を
追
及
す
る
の

は
国
労
だ
け
だ
。

関
連
会
社
～
バ
ス
会
社
で
は
労
働
時
間

が
厳
し
い
状
況
だ
。
そ
の
た
め
中
国
JR
バ

ス
へ
団
交
し
要
求
が
解
決
し
た
。
単
一
組

織
だ
か
ら
解
決
し
た
。

反
原
発
の
闘
い
～
集
会
な
ど
参
加
、
原

発
を
建
設
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

２
０
１
４
春
闘
は
国
民
的
課
題
で
闘
う
。

地
域
で
の
闘
い
は
国
民
的
課
題
で
一
点
共

闘
と
し
て
集
会
が
取
り
組
ま
れ
る
。
ス
ト

ラ
イ
キ
を
配
置
し
闘
う
。
地
域
と
連
帯
し

仲
間
を
増
や
す
。

●
中
央
委
員
会
の
あ
り
か
た
～
日
程
に
つ

い
て
前
段
の
内
容
（
リ
ニ
ア
問
題
検
討
委

員
会
の
説
明
）
に
時
間
が
か
か
る
。
委
員

全
員
の
発
言
が
で
き
な
い
。
ひ
と
り
で
も

多
く
の
発
言
を
保
障
し
て
欲
し
い
。

第
82
回
全
国
大
会
で
決
定
し
た
組
対
費

に
つ
い
て
中
央
委
員
会
で
の
提
案
内
容
は

違
う
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
組
対
費
の

徴
収
に
つ
い
て
決
定
す
る
の
か
。

２
０
１
４
年
春
闘
は
１
万
円
の
要
求
額

昨
年
の
２
倍
だ
。
昨
年
よ
り
も
取
り
組
み

を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
消
費
税

が
８
％
に
な
る
。
ベ
ア
１
万
円
で
な
い
と

赤
字
に
な
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
配
置
を
。

指
名
ス
ト
・
時
限
ス
ト
・
拠
点
ス
ト
な
ど
。

い
つ
で
も
や
れ
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る

こ
と
。
ス
ト
基
金
が
現
在
５
億
８
千
万
円

だ
、
徴
収
の
再
開
を
求
め
る
。

反
合
理
化
・
安
全
問
題
～
会
社
の
姿
勢

は
利
益
追
求
だ
。
保
線
職
場
は
、
レ
ー
ル

の
状
態
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

予
算
が
無
い
、
社
員
の
削
減
な
ど
強
行
さ

れ
て
い
る
。
現
場
の
実
態
に
つ
い
て
全
体

を
把
握
し
て
い
く
こ
と
。
会
社
の
姿
勢
を

改
め
さ
せ
る
こ
と
。

組
織
拡
大
～
６
名
の
拡
大
。
拡
大
に
よ
っ

て
職
場
が
活
性
化
さ
れ
た
。
現
場
で
は
超

勤
が
１
ヶ
月
２
５
０
時
間
発
生
し
て
い
る
。

組
織
拡
大
し
36
協
定
を
取
る
。

教
宣
活
動
～
国
鉄
新
聞
の
内
容
に
つ
い

て
改
善
を
求
め
る
。
参
考
に
で
き
る
よ
う

な
記
事
内
容
に
し
て
欲
し
い
。
国
労
文
化

も
同
様
だ
。
国
労
文
化
の
発
行
は
い
つ
に

な
る
か
？
。

（
次
号
に
続
き
ま
す
。
）

「国鉄新潟」 国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市秋葉区善道町１－１－１ 0250ー24－8336 2014年 2月15日


